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明
治
国
際
医
療
大
（
南

丹
市
日
吉
町
）
と
、
国
際

医
療
援
助
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
本
部
・
岡
山
市
）
が
1
7

日
、
災
害
時
の
医
療
支
援

協定書に署名する中川理事長(中央右)と菅波理事長(同左)

　　　　　　一南丹市日吉町･明治国際医療大

や
、
伝
統
医
学
の
国
際
的

な
発
信
な
ど
に
関
す
る
連

携
協
定
を
結
ん
だ
。

　
鍼
灸
や
柔
道
整
復
な
ど

を
備
え
る
同
大
学
は
今
年

４
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
要
請

を
受
け
て
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
活
動
し

た
こ
と
が
縁
で
、
協
定
へ

と
発
展
し
た
。
被
災
地
で

は
、
治
療
を
受
け
や
す

い
伝
統
医
療
の
敷
居
の

低
さ
や
、
痛
み
を
緩
和
す

る
技
術
が
発
揮
さ
れ
た
と

い
う
。

　
同
大
学
で
の
調
印
式
は

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
理
事

長
が
「
今
回
、
災
害
時
に

お
け
る
伝
統
医
療
の
在
り

方
を
再
認
識
し
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
世
界
を
舞
台
に

一
緒
に
歩
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
同
大
学
の
中
川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一　　　　　　　　　　　　　　〃・

一一

雅
夫
理
事
長
は
「
日
本
の

鍼
灸
を
世
界
へ
発
信
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　
協
定
で
は
▽
災
害
時
の

医
療
支
援
▽
ア
ジ
ア
の
伝

統
医
学
と
の
交
流
－
な

ど
の
協
力
を
規
定
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
被
災
地
の
欽
一

灸
師
と
開
設
準
備
を
進

め
る
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ー
の
運
営
に
、
大
学

側
の
協
力
を
検
討
し
て
い

る
。
　
　
　
　
（
小
西
貴
久
）
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